
平
成
二
十
年
六
月
十
七
日
受
領

答

弁

第

四

八

四

号

内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
八
四
号

平
成
二
十
年
六
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
淀
川
水
系
の
治
水
対
策
お
よ
び
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
淀
川
水
系
の
治
水
対
策
お
よ
び
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
の
�
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
（
以
下
「
近
畿
地
方
整
備
局
」
と
い
う
。
）
が
平
成
十
七
年
七
月
に
公
表
し
た
「
淀
川
水

系
五
ダ
ム
に
つ
い
て
の
方
針
」
（
以
下
「
五
ダ
ム
の
方
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
淀
川
水
系
に
お
け
る
治
水
対
策
と

し
て
、
ま
ず
は
、
一
級
河
川
淀
川
水
系
淀
川
の
う
ち
同
水
系
宇
治
川
（
以
下
「
宇
治
川
」
と
い
う
。
）
及
び
同
水
系
瀬
田
川

を
除
い
た
区
間
（
以
下
「
淀
川
本
川
」
と
い
う
。
）
、
宇
治
川
、
同
水
系
桂
川
（
以
下
「
桂
川
」
と
い
う
。
）
、
同
水
系
木

津
川
（
以
下
「
木
津
川
」
と
い
う
。
）
等
の
堤
防
強
化
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
洪
水
時
に
下
流
の
流
量
の
増
加
を
も
た
ら

さ
く

す
狭
窄
部
の
開
削
や
河
道
掘
削
等
の
河
川
改
修
は
基
本
的
に
実
施
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
た
こ
と
等
か
ら
、
淀
川
本
川
及

び
宇
治
川
に
対
す
る
大
戸
川
ダ
ム
の
洪
水
調
節
効
果
は
小
さ
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

近
畿
地
方
整
備
局
が
平
成
十
九
年
八
月
に
公
表
し
た
淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
原
案
（
以
下
「
原
案
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
は
、
堤
防
詳
細
点
検
等
の
結
果
、
五
ダ
ム
の
方
針
の
公
表
後
に
淀
川
本
川
の
堤
防
強
化
が
お
お
む
ね
五
年
間
で
完
了
す

る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
宇
治
川
、
桂
川
及
び
木
津
川
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
の
洪
水
時
の
降
雨

一



量
及
び
降
雨
パ
タ
ー
ン
（
以
下
「
昭
和
二
十
八
年
九
月
洪
水
」
と
い
う
。
）
を
基
に
計
算
し
た
流
量
を
計
画
高
水
位
以
下
で

流
下
さ
せ
る
た
め
、
河
道
掘
削
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
、
下
流
の
淀
川
本
川
に
つ
い
て
は
、
洪
水
時
に

流
量
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
十
九
年
八
月
に
策
定
し
た
淀
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
に
お
け
る
計
画
規
模
の
洪

水
（
以
下
「
計
画
規
模
洪
水
」
と
い
う
。
）
が
生
起
し
た
場
合
に
、
計
画
高
水
位
を
超
過
す
る
こ
と
か
ら
、
計
画
高
水
位
以

下
で
流
下
さ
せ
る
現
況
の
安
全
度
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
大
戸
川
ダ
ム
の
洪
水
調
節
効
果
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
も

の
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

五
ダ
ム
の
方
針
に
お
い
て
は
、
大
戸
川
ダ
ム
建
設
事
業
か
ら
利
水
者
で
あ
る
大
阪
府
（
上
水
）
、
京
都
府
（
上
水
）
及
び

大
津
市
（
上
水
）
が
撤
退
し
、
治
水
単
独
目
的
の
事
業
と
な
る
見
込
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
治
水
分
の
事
業
費
が
増
加

し
経
済
的
に
も
不
利
に
な
る
」
と
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
戸
川
ダ
ム
建
設
事
業
が
治
水
単
独
目
的
の
事
業
と
な
る
こ
と
は
、

現
時
点
に
お
い
て
も
変
わ
り
は
な
い
が
、
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
大
戸
川
ダ
ム
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
事
業
費
が
三
百
四
十
億
円
増
加
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
大
戸
川
ダ
ム
は
天
ヶ
瀬
ダ
ム
再
開

発
と
一
体
と
な
っ
て
淀
川
本
川
及
び
宇
治
川
に
対
し
て
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
か
ら
、
両
者
を
一
体
と
し
て
算
出
し
た
洪
水

二



調
節
に
係
る
費
用
便
益
比
が
約
一
・
四
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

近
畿
地
方
整
備
局
に
は
、
お
尋
ね
の
文
書
を
作
成
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

近
畿
地
方
整
備
局
は
、
計
画
規
模
洪
水
に
基
づ
く
流
出
計
算
等
に
よ
り
大
戸
川
ダ
ム
が
な
い
場
合
に
淀
川
本
川
の
約
三
・

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
の
水
位
が
計
画
高
水
位
を
最
大
で
約
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
超
過
す
る
と
の
結
果
を
踏
ま
え
、

三
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
の
計
画
高
水
位
を
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
高
く
す
る
等
の
条
件
を
仮
に
設
定
し
、
こ
の
場
合

か
さ

り
ょ
う

に
必
要
と
な
る
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
堤
防
の
嵩
上
げ
等
に
要
す
る
概
算
の
事
業
費（
用
地
買
収
、
橋
梁
の
架
替
工
事

等
に
要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
を
約
千
百
二
十
億
円
と
試
算
し
て
お
り
、
平
成
二
十
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
七
十
七
回
淀

川
水
系
流
域
委
員
会
に
お
い
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
盛
土
に
よ
り
築
造
さ
れ
た
河
川
の
堤
防
は
、
一
般
的
に
、
洪
水
時
に
お
け
る
水
位
が
上
昇
す
る
に
従
っ
て
破
堤
す

る
危
険
性
が
高
く
な
り
、
ま
た
、
計
画
高
水
位
を
更
に
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
破
堤
し
た
場
合
の
被
害
が
大
き
く
な
る
こ
と

等
か
ら
、
淀
川
本
川
に
お
い
て
計
画
高
水
位
を
上
げ
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三



四
に
つ
い
て

天
ヶ
瀬
ダ
ム
再
開
発
事
業
は
、
洪
水
時
に
お
け
る
淀
川
本
川
及
び
宇
治
川
の
洪
水
調
節
の
た
め
の
貯
留
並
び
に
洪
水
後
の

琵
琶
湖
の
水
位
低
下
の
た
め
の
放
流
を
よ
り
効
率
的
に
行
う
た
め
、
洪
水
調
節
時
の
放
流
量
を
現
行
の
毎
秒
八
百
四
十
立
方

メ
ー
ト
ル
か
ら
毎
秒
千
百
四
十
立
方
メ
ー
ト
ル
に
増
加
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
洪
水
を

基
に
算
出
し
た
宇
治
川
の
水
位
は
、
平
成
十
九
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
第
六
十
六
回
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
（
以
下
「
第

六
十
六
回
委
員
会
」
と
い
う
。
）
で
配
付
さ
れ
た
審
議
資
料
二－

三
の
五
頁
上
段
「
宇
治
川
水
位
縦
断
図
（
現
況
河
道
）
」

及
び
同
資
料
の
七
頁
下
段
「
宇
治
川
水
位
縦
断
図
（
河
道
改
修
＋
天
ヶ
瀬
ダ
ム
再
開
発
＋
大
戸
川
ダ
ム
＋
川
上
ダ
ム
後
）
」

で
示
し
た
と
お
り
、
現
状
よ
り
高
く
な
る
も
の
の
、
計
画
高
水
位
以
下
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
整
備
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
河

川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
十
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
主
要
な
地
点
に
お
け
る
計
画
高
水

流
量
及
び
計
画
高
水
位
に
関
す
る
事
項
等
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
河
川
管
理
施
設
等
構

せ
き

造
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
九
十
九
号
）
に
お
い
て
は
、
堤
防
、
橋
、
堰
等
の
構
造
の
原
則
と
し
て
、
計
画
高
水
位
以

四



下
の
水
位
の
流
水
の
通
常
の
作
用
に
対
し
て
安
全
な
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
計
画
高
水
位

は
、
河
川
整
備
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
重
要
な
基
準
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
近
畿
地
方
整
備
局
が
行
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
近

畿
地
方
整
備
局
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
洪
水
を
基
に
算
出
し
た
宇
治
川
、
木
津
川
及
び
桂
川
の
水
位
は
、
第
六
十

六
回
委
員
会
で
配
付
さ
れ
た
審
議
資
料
二－

三
の
七
頁
下
段
「
宇
治
川
水
位
縦
断
図
（
河
道
改
修
＋
天
ヶ
瀬
ダ
ム
再
開
発
＋

大
戸
川
ダ
ム
＋
川
上
ダ
ム
後
）
」
、
同
資
料
の
十
頁
下
段
「
木
津
川
水
位
縦
断
図
（
河
道
改
修
＋
天
ヶ
瀬
ダ
ム
再
開
発
＋
大

戸
川
ダ
ム
＋
川
上
ダ
ム
後
）
」
及
び
同
資
料
の
十
三
頁
下
段
「
桂
川
水
位
縦
断
図
（
河
道
改
修
＋
天
ヶ
瀬
ダ
ム
再
開
発
＋
大

戸
川
ダ
ム
＋
川
上
ダ
ム
後
）
」
で
示
し
た
と
お
り
、
今
後
具
体
的
な
整
備
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
桂
川
の

一
部
区
間
を
除
き
、
計
画
高
水
位
以
下
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
六
月
に
作
成
し
た
「
河
川
堤
防
設
計
指
針
（
第
�
稿
）
」
は
、
耐
越
水
機
能
に
関
す
る
こ
と
等
検
討
中
の
内

容
を
含
め
て
直
轄
管
理
区
間
に
お
け
る
河
川
管
理
者
の
部
内
資
料
と
し
て
暫
定
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
河
川
堤
防

五



の
設
計
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
四
年
七
月
十
二
日
付
け
国
河
治
第
八
十
七
号
国
土
交
通
省
河
川
局
治
水
課
長
通
知
）
に
お
け

る
「
河
川
堤
防
設
計
指
針
」
に
お
い
て
は
、
一
連
の
堤
防
で
確
保
す
べ
き
耐
越
水
機
能
に
関
す
る
技
術
的
知
見
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
耐
越
水
機
能
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
な
い
。

七
の
�
に
つ
い
て

建
設
省
（
当
時
）
が
平
成
九
年
八
月
に
作
成
し
た
「
平
成
十
年
度
重
点
施
策
」
に
お
い
て
は
、
計
画
規
模
を
超
え
る
洪
水

が
発
生
し
て
も
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
越
水
し
て
も
急
激
に
は
破
堤
し
な
い
よ
う
従
来
の
堤
防
に
比
べ
て
断

面
拡
幅
等
の
強
化
対
策
を
実
施
し
た
堤
防
（
以
下
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
堤
防
」
と
い
う
。
）
の
整
備
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

七
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
三
重
県
雲
出
川
で
整
備
さ
れ
た
耐
越
水
堤
防
」
が
一
級
河
川
雲
出
川
水
系
雲
出
川
（
以
下
「
雲
出
川
」
と
い

う
。
）
で
整
備
し
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
堤
防
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
延
長
は
約
一
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
は
約
四

十
八
億
円
で
あ
る
。

七
の
�
に
つ
い
て

雲
出
川
で
整
備
し
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
堤
防
の
後
背
地
は
、
昭
和
三
十
四
年
九
月
の
洪
水
や
昭
和
五
十
七
年
八
月
の
洪
水
で

六



被
害
を
受
け
た
地
域
で
あ
り
、
水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
越
水
し
て
も
急
激
に
は
破
堤
し
な

い
よ
う
な
機
能
の
確
保
を
目
指
し
、
試
験
的
に
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

八
及
び
九
に
つ
い
て

一
連
の
堤
防
で
耐
越
水
機
能
を
確
保
す
る
技
術
的
知
見
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
耐
越

水
機
能
を
確
保
す
る
た
め
の
堤
防
の
整
備
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
耐
越
水
機

能
を
確
保
し
た
堤
防
の
整
備
を
前
提
と
し
た
計
画
に
つ
い
て
、
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
堤
防
の
計
画
高
水
位
以
上
の
強
化
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
三
に
つ
い

て
で
述
べ
た
と
お
り
、
淀
川
本
川
に
お
い
て
計
画
高
水
位
を
上
げ
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画

高
水
位
を
超
え
た
水
位
を
前
提
と
し
た
堤
防
の
整
備
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

十
に
つ
い
て

近
畿
地
方
整
備
局
は
、
河
川
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
案
（
以
下
「
計
画

案
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
た
め
、
た
た
き
台
と
し
て
原
案
を
作
成
し
、
学
識
経
験
者
、
関
係
住
民
及
び
関
係
自
治
体
の

長
に
対
し
、
淀
川
水
系
の
河
川
整
備
の
内
容
に
つ
い
て
河
川
管
理
者
の
考
え
を
説
明
し
、
意
見
を
聴
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

七



る
。
計
画
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
に
対
す
る
意
見
を
踏
ま
え
て
作
成
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
原
案
を

作
り
直
す
必
要
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

近
畿
地
方
整
備
局
は
、
原
案
に
対
す
る
学
識
経
験
者
、
関
係
住
民
及
び
関
係
自
治
体
の
長
の
意
見
を
踏
ま
え
て
計
画
案
を

作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
畿
地
方
整
備
局
と
し
て
は
、
平
成
十
三
年
二
月
に
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
を
設
置
し
て
以
来
、
平
成
十
九
年
一

月
ま
で
の
約
六
年
間
に
わ
た
り
、
原
案
の
作
成
に
資
す
る
幅
広
い
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、

平
成
十
九
年
八
月
に
原
案
を
提
示
し
て
以
降
、
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
が
近
畿
地
方
整
備
局
に
対
し
意
見
を
提
出
し
た
平
成

二
十
年
四
月
ま
で
に
、
二
十
回
に
及
ぶ
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
約
九
十
時
間
に
わ
た
り
様
々
な
内
容
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
計
画
案
の
作
成
に
資
す
る
幅
広
い
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

八


